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XVI) 


Pri Kapableco Kreskigi Tumoron, de Kokosarkoma 
„Agento ” Ensucita en Moskitokorpo. 


De D-ro Sigeharu, Macuoka kaj D-ro Josio, Jabuuei. 
El patologia instituto, Nagoja Medicina Fakultato. 
Tabelo XVI. 


1) Prepara eksperimento. 

Inokulado de tumoro per sango de Sarkomo-Koko : 

Ni transplantis Fibromikso-Sarkomon (Oo$ima) en subhaüton 
ce brusto de mezgranda ‘‘blanka Leghorn’’. Kiam la tumoro 
kreskis al éirkau kokovo- au anserovo-grande post 14-18tagoj, ni 
elprenis sangon el vejno ée flugilo, kaj ni injektis gin en muskolo 
pektorala de sanaj kokoj; okaze de 2,0ke da sango, ni akiris 
pozitivan rezulton de 62,0% kaj okaze de 0,3 ke da sango, tiun 
38,0%. 

Ni heligis, ke en la sango de nia Sarkomo-Koko ekzistas certe 
‘*Tumoro-agento ’’, kaj kvanto de injektita sango, kiu povas kreskigi 
tumoron, ne nepre bezonas grandkvante. 

2) La unua eksperimento 


Cu tumore povas kreski ce la loko, kiun pikis moskto en- 
suéinta sangon de Sarkomokoko ? — 
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Uzante Aedes togoi Theobald kaj Culex pipiens pallens Co- 
quillet, ni ensuéigis (¢irkati duone) sangon de Sarkomo-koko, kies 
tumoro atingis éirkat kokovo- ati anserovo-grande en 14-18tagoj 
post transplanto de la sarkomo, kaj la moskitojn ree alsuéigis al 
sanaj kokoj post iu tempo. 

Kvankam la eksperimentoj kalkulis 108fojojn, datro de la 
unua ensuco gis la dua estis minimume malpli ol unu minuto 
maksimume 53 horoj kaj tagonumeroj de observado estis ¢iuj 60 
tagoj krom kelkaj kazoj, ni ne povis rimarki kreskadon de tumoroj 
ce la pikata loko kaj organoj enkorpaj. 

3) La dua eksperimento. 

Cu tumoro kreskas ée organoj de kokoj sub la samaj kondiéoj 

ekzistas ¢e 


’ 


kiel la unua eksperimento kaj Cu ‘‘ Sarkomo-Agento ’ 
tiu ¢iu organo ? — 

Same kiel la unua eksperimento ni uzis Aedes togol Theobald 
kaj Culex pipiens pallens Coquillet. Ni enketis unuflanke, ke 
tumorokresko ekzistas aii ne ¢e ¢iu organo, kaj aliflanke tion de 
la kazoj, kiam ni transplantis unu parton de tiuj organoj (poulmo, 
hepato kaj loka haüto pikita) ree al aliaj sanaj kokoj. 

Kvankam la transplanto de organoj kalkulis 304 fojojn, ¢iuj 
rezultis negative, kaj en ¢Ciuj organoj nenian tumoran histon sin 
prezentis mikroskope. 

4) La tria eksperimento. 

Cu tumoro kreskas, kiam ni transplantis moskiton, kiu ensuéis 
sangon de Sarkomo-koko, en muskolon pektoralan de sana koko ? — 

Ni transplantis samspecajn moskitojn kiel antaüe, kiuj ensucis 
sufice sangon de Sarkomo-kokoj, tutkorpe de tiuj po unu aü kune 
kun kelkaj, post iu tempo de ensuéo, en sub haüto aü muskolo 
pektorala de sanaj kokoj. 

El tutaj 90 fojaj eksperimentoj, ni transplantis 30 foje po 
unu, 22 foje po du, 22 foje po tri, 16 foje po kvin, 

En unu kazo, en kiu ni transplantis tri Aedes, kiuj antau 
6-7 horoj ensu¢is sangon, en maldekstra muskolo pektorala, sama 


: 
er 
x 
; 
i 
3 
3 


317 


tumoro kiel origino kreskis el la loko transplantita de mosktito- 
korpo, kaj gi havis samajn biologiajn karakterojn kiel origina speco. 
En la 28a tago post transplanto &i farigis al duon-rizogrande kaj 
pligrandigante iom post iom en la 52a tago atingis al ¢irkat 
kokovogrande. 
5) El suprendiritaj eksperimentoj ni konstatis jenajn aferojn ; — 
A) La ‘“ Sarkomo-Agento’’ en sango de Sarkomo-koko eniras 
en moskitokorpo tra pikoglaveto ce ensuco de sango, kaj havas 
kapablecon kreskigi tumoron dum 6-7 horoj. 
B) Sangokvanto, kiu bezonas por kreskigi tumoron, suficas 
per tre malmulte. Pensante el niaj eksperimentoj, cirkau 0,004 ke 
(sangokvanto ensu¢ita de unu moskito) al 0,01 ke (sangokvanto en- 


sucita de tri moskitoj) povas bone kreskigi tumoron. 


Afitoreferato 


(Esperantigis Humito, Jazaki) 
Klarigoj de aligitaj figroj. 


Fig. la Tumoro kreskigita de transplanto de moskitokorpoj, kiu ensucis 
sangon de la Sarkomo-koko. 
G — La tumoro 
Fig. 2a Mikroskopa fotografajo de la suprendirita tumorohisto Leiz 3x3 
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第 1 章 


1889 年 Hanau に より て 同種 動物 に 移植 可能 な る る 険 門 
され , 次 で 1894 年 Moran は 上 口 恨 癌 腫 の 同種 動物 移植 に 成功 し , 
JENSEN は 1901 年 口 腫 移植 験 に 就 て 汎 な ぁ 研究 を 行 ひ , 
RES 各々 可 移 植 性 せら 
れ , 種々 の 験 的 研究 材料 ミ し て 使用 せら る れ り . EI, ATMCH 
生 せ し め た る 腫瘍 に 於 て すら 可 移 植 の も の ある を 認め ら る ゝ に 至り , 腫瘍 の 
的 研究 範 は 等 の 可 移 性 を 應 用 する に 依り し く せら られ, 
同時 に 叉 種々 の 新知 見 を 姜 見 せら る ゝ に 至り た る が , FE OR 20 RER 
浪 教授 に 依り せら れ た る 家 液 肉腫 の 長生 本 乃 其 「 起 原 」 の 解 
は , 今日 木 だ 充分 明 せら れ す , 此 生 「 起 原 」 の 本 に て は , 
の 研究 者 の 見 解 一 致 せ すず, LOGE S REDE 
表せ ん ミ す る 研究 は , 此 問 題 に 開 し て 必ず し も ゃ 断定 的 解決 を 附 央 する 者 に 非 
MBVOD 其 研究 方 法 に 於 て も の 其 ミ 生 を 
異 に せ ぁ を 以 て , 妨 に 其 研 究 成 績 の 大 要 を 報告 せん ミ す . 


肉腫 家 血液 を 以 て せる 腫瘍 移 

本 を 企 つ ぁ に 先 だ , RR Ze 
た 家 於 て 所 調 起 原 」 が 血液 中 に 移行 する や に し て 研 せ 
Q. 印 ち も , 余 等 は 中 等 大 白色 レグ ゲ ホ ン の 胸部 皮下 に 肉腫 移植 後 約 2 週間 を 終 
A GE Lt OFRILL, れ を 健 
Rite RAR TIUEKIOM L. 
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腫瘍 移植 | の 腫瘍 (2.0cc) (0.360) | 
後 経過 日 | の さ EHRE 左 胸 | 左 胸 | 右 胸 
| | HA | 筋 内 
1 + | = 26 | + - 

2 ー | — 27 

14 3 ー - 28 
4 + + 2 | — + 

5 ー | + 300) —  -— 

| 6 | + | + 31 | + ー 

| 7 |—-|—] 32 |] + 

15 | RBA] 8 + | + |— |-— 
9 + - — 

| 10 + + 35 | — _ 

| i | — | = 37 | + | + 

16 38 | — 
R455 x 14 | — | + 9 | + _ 

16 + | + 11 | — - 

3 | +) + 

17 EBA] 18 + | — 43 | + - 
19 | — | + H | = _ 

21 36 + 

22 u; 47 | 一 + 

18 FESPA 23 + | — 48 | + + 
24 499 | — _ 

25 + | + 50 — _ 


2 週間 乃 3 週間 に し て , 移 陽性 な HS TIS 
の 表 に 見 る が 如く , 
被 移 腫 場 が 腫瘍 移植 後 約 1 日 乃 18 日 を LAK 
の 増 殆 を 時 する に 至り た る 時 期 に 於 て は , 明 に 流血 中 に あり , 上 且つ, 腫瘍 移 
ALOMAR ST. MUT, 信 液 2.0 cc を 用 ひたる 
= 0.3 te FEAR HET AUT, TEA 
て 後者 は 前 者 の 約 /: ARIS 62 
WTS 388 の 成績 を 示し た り .。 但し , 0.3 cc を 注入 し た る 場合 に は , 第 2? 
WIL 3 週 の 終 に 於 ける 腫瘍 の 大 さき は 2.0 cc を 注入 し た る 場合 の 腫瘍 の 
大 さき に WH, 腫瘍 起 原 は 植 後 
日 1S し 被 移植 腫瘍 が 大 乃 大 に 達し た る 時 期 に 於 て 


SE. 
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3 
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は 多量 に 血液 中 に あり , HO MAL CHE 
ATE, MIE ANS & OMG LU ACES 
前 記 0.3 cc の 如き 可 成 0 僅少 量 を 以 て 足り , 然 も , TMB S BRA S 
は 必ず し も 一 致す ぁ も の に 非 ら ち ざ る を 知れ め . MCR TRE KOM 3 BR 
を 企 て た いり . 


(= 

せら れ た る を 以 て , 
AO, 吸血 せ し む ぁ 時 に は , BERND 
以 て , HOME 

(A) 

植 後 14 日 乃 18 A LT 2 
用 し 認 た し て 此 の 肉腫 家 鶏 を 吸血 せしめ, 一 定時 間 を 総 て 再び 同一 の MA し て 他 の 健 
LD, 基 の 局所 に 於 けり PRL OA RA 余 等 の 使 
用 せ (RL, Aedes togoi Theobald (トゥ が か が ウッ ウ ヤ プ カ ) 及び Culex pipiens pallens 
Coquillet (アカ マダ ラ カ ) THE DM Te 
#170, Aedes は 日 中 , Culex SALT, Aedes な 用 
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HORE REGO 胸部 皮膚 に 吸着 せしめ , A 5 
SURES > ARS TY, 吸血 部 位 は 詳細 に 記載 し 置け り . OC, 毎 に , 彼 吸 血 局 所 
CHM ME DOTS OS, 2 BS 
に は 一 定時 間 は 再 吸血 せ し む る 事 に し て , HO, d HT 
分 な る 時 間 下 を 飼養 する 事 困 難 な り し に ょ る. 


(B) 成績 
之 れ が 成績 を 表記 すれ ば 第 1 OHM L. 


” ” ” 25. | 左 

2 Fe — | Bess = 

re 46H >| > | | 
134 


J 
1 
第 1 表 


BP, 此 の 表 に 見 る が 如く , SERB 108 Tel, PER Aedes 70 4, 
Culex 38 Fl UT, 第 1 回 吸血 後 第 2 回 吸血 妃 の 経過 時 間 は 最短 1 分 以下 
DOE OE 53 時 間 な り . 失 祭 日 敷 は 敷 例 を 除き て は 何れ も 60 日 間 に 
及び し も ゃ も, 本 に て は 腫 場 の 藤生 は 1 例 も. を 認め すず . HO, HAS 
臓器 於 て も 何等 腫瘍 の を 認め た も の 無し . 

第 2 第 2 

前 節 同 様 の 要約 の 下 に ける 家 臓 に 腫瘍 の 有無 及び 各 臓 
ける ぁ 「 瘍 起 原 」 の 有無 如何 に す る 験 

て は . ORES 
或 は 流血 中 に 入り, LUA RO, WD 
DEAE AOR EBC, KOMS 
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Bek Tt 0. 
(A) 

APE 摘出 し , の 一 部 た 切片 標本 ょ な し 他 の 
部 各 器 1.0gr し て れ を 他 の 健常 左右 側 胸部 皮下 に 前 方 より 
肺 臓 , 肝臓 , 順序 に 移植 し , 同時 に 血 所 の か に 出し ( 約 2 
cm) 7:4 Die CHB E tae 

1 に 於 て 使用 せ も の は 同時 に 叉 此 の WHR 2 OM 
料 よ し て 利用 せり . 


(B) 
LAUD KREBS TULF EDML. 
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0 2 
Dr, 宣 験 第 2 に 於 て は 前 28 例 は 再 吸血 後 1 時間 乃 下 + 時間 の 如き 比較 
的 短 時 間 終 過 後 の 臓 准 を 以 て し , 後 の 20 例 は 再 吸血 後 60 日 間 の 如き 長 時 
日 を 縦 過 し た る も の を 以 て し , ARR 48 El, SONS, 肝臓 , 腎臓 の 
3 臓 箕 に 就 て 行 ひ , HO, 同一 家 肝 の 左右 雨 側 胸部 に 移植 し た る も の な れ ば 
移植 は 全般 に て 288 回 に 及び た り . LS, 吸血 局 記 の 皮膚 を 移植 し た る も 
の 16 fil O SOMES, HATE, 此 の 表 に 見 
BS 
し ゃ 以 て , Lab te 血液 ミ 
に 内 に 入り た る 起 原 」 は 能 く 其 の 腫 場 移 を 保有 する や 
や , 19, 灯る 微量 の 血液 中 に 存在 する 「 腫 瘍 起 原 も 能 く 腫瘍 を 移 義 せ し め 
RED し て , ECHO. 
(A) 
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MOK 基 の 局所 に ける 腫瘍 の 有無 を BS, 
は 最大 吸血 に 達し た る 場合 に は 自ら 抜き 取り 上 を か も 重荷 を ひ た る が 
如き に て 飛躍 す . TE 横 に 把持 する 時 は 試験 管内 に 入る 以 
て 直ちに 栓 て 保存 し , 皮下 或 は 筋肉 内 に 移植 せ 
り . 移植 に 際 し て は 先 づ 入 り た る 試験 敷 回 振 り て し て 殆ど 運動 不能 
し め た る 後 取出 し , 10 後 生理 的 食 
VTL EO, 移植 個所 の 皮下 或 は 筋肉 内 に て 小 以 て ょ く 細 し て 移植 
(B) 


LAD KIB 3 表 の 如 し . 
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1.1 22 

ERS 3 に 於 て は 第 3 表 の 如く , CBRE 90 (NIKO, 中 30 ek 19 
white, 22 同 は 2 MUS 22 同 は 3 wire, 16 [ells 5 を 一 に 
集め て 移植 せる に , Aedes togoi Theobald 3 穏 を 左側 胸 筋 内 に 移植 し た る 
も の に 於 て 1 例 陽 性 成績 を 得 た り . BD, 移植 後 28 日 に 於 て 移植 部 位 に 生 
米粒 大 の 腫瘍 の 新生 を 認め , 該 新生 物 は 腔 次 増大 し , 移植 後 2 AGEL 
約 大 に 増殖 せり . 

本 例 の 終 過 詳 記 すれ ば 6 月 7 日 Aedes togoi Theobald を 以 て 肉腫 移 
植 後 第 14 CHB LI Mie LOO. 各 
MIME O. Weide 6 6 一 7 時 間 を 経過 し, 
た る 後 刀 失 を 以 て 胸 を 傷つけ , HE, HOB CH CHIT 2 
し 筋 肉 内 移植 を 行 ひ た め . ILO < LD CREST SAE 52 日 終 に 移植 部 位 
に 於 て 前 記 の 如き 腫瘍 を 新生 し せり . 
形成 を 認め ず まず. せ し 腫 瘍 は 皮下 に 於 て 筋肉 内 に 向 つ て 増 殆 を , 境界 
僅 粘液 化 の 傾向 を 示す . 
を 題 微 鏡 下 に 検 せ し に 明 に 織 維 粘液 肉腫 の 像 を 示 し , 移植 に 用 ひたる 大 島 系 
肉腫 ミ 全 く 同 一 な る 所 見 を 早 す . 之 れ を 再び 他 の 健常 家 究 に 移植 し た ぁ に 原 
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同 中 1 例 の 陽性 成績 を 得 た り ミ す . 


腫瘍 移植 後 14 日 乃 玉 18 RINK IIE 
O) CHE MeO. BPS, 血液 2.0 Mid 0.5 ce 
ELLI, 2.0 cc 注射 し 
た る 場合 に は 62 %, 0.3 cc 注射 し た る 場合 に は 38 SOMGRRBEM 
績 を 得 た り . ME, 之 れ に より て て 明 な る が 如く , 注射 血液 量 は 必ず し も ゃ 多量 
の 如く 験 回 敷 108 に 及び し も に 於 て は A. 
つ , HST & Lt 

時 日 経過 後 家 の 各 臓 器 し , 同時 に 肺 臓 , 
HEV) の 移行 し , MIE, 腫瘍 移 姜 能力 を 保持 する や 恋 や を 検 し た る に , 第 2 
表 の 如く 腫瘍 姜 生 を 認め た る も の 無し . Bd, Zi Ap MAT 険 性 成績 に 終 れ 
©. MIT, 本 筑 験 に 於 て は 再 吸血 後 極め て 短 時 間 の も の よめ り 約 2 ヶ月 間 を 
経過 し た る が 如き も の > 臓 痴 を 以 て し た る も 線 て 陰性 成績 に 終 れ り . ED, 
吸血 及び 各 臓 於 て も 何等 腫瘍 の 「 腫 起 原 存 在 を し 
得 す . 

RR 3 に 於 て は 到 を し て 肉腫 家 鶏 血液 を 充分 吸 取 せしめ た る 後 , WUE 
部 を 直接 胸 筋 内 に 移植 し , 敦 艇 内 に 入り た る 血液 基 の も の に ょ る 腫瘍 移 凄 カ 
を 験 し た り . Mb, 第 3 表 の 如く 腫瘍 移植 後 14 日 乃至 18 日 を 経過 し , 腫 
が 大 乃 大 に 達し た 肉 腫瘍 家 を 充分 に 吸 は し め た る 後 一 
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ES UC 1 MIL 27, 34, 5 
Hi 22 il, 5 Me 16 
も の 無し . RDI, 3 MED て 移植 し た る も の に 於 て , 22 例 中 1 例 陽 性 
成績 を 得 , 全く , 原種 同様 の 肉腫 の 益 生 を 認め た め . BG, MEHR 52 
日 を 経過 し た る 後 腫瘍 は 約 大 に 育 せり . BD, TER 
慢 な り し も , MI, 繊維 粘液 肉腫 の 像 を 時 し, 此 の 腫瘍 を 再び 他 の 健常 家 針 
に し た に 原種 同様 の の を 認め た 


Fa ERO せしめ 得 た BT, Rous は 1912 
年 可 移 性 濾過 性 肉腫 を 移植 され た る MAL 
射 し て 原種 同様 の 腫瘍 の を 認め , MIS, MiB eAT Se OD > 血 
Re Lt ぁ 時 に も 赤 同 様 腫瘍 を 姜 生 せしめ 得 た る 事 を 報告 し , KT, 
BURGER 氏 も 赤 同 じ く 肉腫 家 欠 の 血液 全 者 を 注射 する 事 に より 腫瘍 の 義生 
を 認め た り . 然 れ ざさ も, 氏 は 血 此 を 以 て し て は 之 れ に 反し , BeeAL, 上 且 
つ , GEIS L 7 AE Ae — MED 4 D Ze 
LI Sb. 1916 年 CLOUS; 
認め 得 た . 同年 PENTiMALLI 243 H Rous 
以 て 陽性 成績 を 得 た のみ なら 血清 より て も 移 成功 し , AO, 血液 
を 稀 竹 し た る 場合 に も 同様 陽性 成績 を 得 た り ミ 云 ふ . 


RE RAPA 1 洗 た る 赤血球 を 以 つ て し 


て も 原種 同様 の 腫瘍 を 長生 せしめ 得 た り . LLAMBIAS und BRACKETTO- 
BRIAN も れ ミ 全 さく 同様 の 成績 を 得 , ほ , HOSEA HST BAS 


100 Fe MAACO. BRACHTE, BTC, 1918 石橋 等 


も 
FL 
成 
家 
1 
A. 
tL 
2 
| 3 
| 
) 
3 


は Rous 05 1 
EA Bd, MRIS し た る も の を 以 て も 能 く 移 成功 
L, 腫瘍 起 原 ! は 此 の 濾過 液 中 に も 存在 する ミ 云 は れ た め . ML, SROHR 
者 に より 肉腫 家 の 全 血 液 を 以 て , Me TLCS, 組 
織 或 は 細胞 に よる 如く 原種 同様 の 腫 場 を 人 生 せ し む る 事 を 得 た り . Rar 
PENTIMALLI は 有 せ ざる 動物 の 血液 を 以 て し て は LT, 
移 有 る 家 血液 を 以 て し て の ふみ 陽性 成績 を 得 た 事 を 注意 し , 
1929 年 同氏 は 血液 の 移 能力 ミ の 存在 さ の 開 係 に て 研究 し , 
EBA 所 調 赤色 あ る も の ゝ 血液 を 以 て し た る 場合 
に は 陽性 成績 を 得々 も, EOD » 60 % 
に 於 て 陽性 成績 を 得 , 残り の 40 迷 は 移 姜 陰性 に 終 れ り ミ 云 ひ , 血液 に よる 
LOR す る SHO. 一 方 
1926 年 LEWIS und ANDERVONT 等 は 腫 場 動物 の 白血球 を 以 て する も 血 
を Sarcomagens” を以て 感染 せ し む 事 に 成 
功 し た る より , 氏 等 は 血液 の 所 核 細胞 を 以 て 腫瘍 起 原 保有 者 な らん ミ し , A 
つ , TEUTSCHLANDER 等 の 験 に 反し, を 認め ざる 場合 に て も 移 
可能 な ぁ を た . WES, 家 の 血液 に よる 腫瘍 移 は 追々 精細 
な る 研究 を 見 る に 到 0 り , 1929 年 RAGNOTTI は Rous 原 肉 腫 を 移植 され た 
る 家 欠 より 血液 を 探 取 し , 各 血 液 成分 ミ 腫 瘍 移 均 ミ の 開 係 に 就 て 研究 し , 血 
滞 を 除く 他 の 成分 に 於 て 陽性 帰 の 相 異 こ を あれ , ,, Sarcomagens ,, の 存在 
を 認め た . 氏 は の 存在 ミ 血 の 移 ミ の 開 係 に て は , 
M7 SAERBO MMA T 9 同 は 陽性 成績 を 得 , 6 同 は 陰性 成績 を 得 た 
0. 且つ, PENTIMALLI の 型 ミ の 開 係 に て は , 
を 有する 際 に は 12 例 中 a 例 陽 性 , 8 例 は 険 性 に KO, 「 赤 色 轄 移 ! を 有する 
時 に は 全部 陽性 成績 を 得 た り . EDD, 此 の 成績 は PENTIMALLI の 成績 に 一 
9. 
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於 て は 腫瘍 細胞 に 開 係 な く 形 成 さ きゃ ぁゃ ゝ も の な る を 知れ り ミ 云 へ 0 り . PICK 
て も 日 下 は 1929 年 家 肉腫 移植 , 
5.0 cc 注 し て 原種 同 の の を 認 め , 肉腫 家 
の 血液 中 に は PR MEO 移行 す ゃ る も の な る Be GLO. MELT, K 
は 此 の 験 より 「 腫 原 の 内 出現 は 腫瘍 移植 第 2 
認め , 各 血 液 成分 ミ 腫 移 ミ の 係 に て は 血 活 に も 
BIO. MLC, 其 成績 よめ し て ' 血 球 に WE 
Ru, 注射 血液 ミ 腫瘍 移 義 性 
ES ORME I 就 て 検査 し , 即ち も, 胸 筋 内 往 射 に 於 て は 3.0 cc に て 40 2%, 
0.25 cc あ 以 て し て も 50 錠 陽 性 , 血管 内 に 注射 し た る 場合 に は 3.0 cc に て 
80 0.25 cc 以 て も 能 60 陽 性 の 成績 を 得 , 血液 注入 多 けれ ば 
42 TARR L, 然 れ さも , Dir 0.25 cc に て も 50 SOBER 
(, 2.0 cec を以て し た る 場合 の 陽性 牽 ミ 0.3 cc を 以 て し た る 場合 の 陽性 牽 
見 も 明 な る が 如く , 腫 場 移 は 注入 血液 の も 其 の 中 に 含有 
腫瘍 原 の 多 よる 事 を 推 し 得 し . KT, APIS 1930 年 
教授 等 の LO RRO 0 肉腫 を 移植 され た る 家 
血液 を 以 て 同様 な る 研究 を 途 け たり. 肉腫 家 鴨 の 血液 を 取 し , 
之 れ を 健常 家 了 鴨 の 血管 内 及び 筋肉 内 に 注射 し た る に 絶 て 陰性 に 終ら た めし 
も , 同 血液 を 健常 家 和 鶏 の 血管 内 及び 筋肉 内 に 注射 し た る に , 血管 内 に 注射 し 
た る 場合 に は 40 (LHS CREM CE 筋肉 内 に 注射 し た る 場合 に は 60 
2 の 陽性 窪 か 得 た め . 此 は 極め て 興味 ゎ る 成績 に し て , 氏 は 此 の 成績 を 以 
Cy 肉 は 肉腫 より 出 で た る 別種 で な く 
地 さ する に 過ぎ ず 明 せり ME, FEDS 
流 を 以 て し た る も の よめ も 少 草 を 使用 し て も 能 く 陽性 成績 を 得 た 0 り . ADT, 
0.1 Tb LE 40 MUT, 8.0 cc 注射 し た る 場 
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合 の 陽性 大 差 な き 事 を 認め た . 
CIS, 血 を 以 て し て は 肉腫 家 に ける ミ 反 に 陰性 成績 を 示 
LEO. 然 れ ざ も , 他 の 成分 を 以 て し た る 場合 に は 夫々 陽性 率 の 相 異 こそ あ 
れ , 血液 中 に ける 「 腫 場 起 原 」 は 其 の 成分 に も 液 分 に も 存在 する 
事 を 認め た り . MUT, 肉腫 家 有 に 於 て も , 肉腫 家 鴨 に 於 て も , AMEE Ze 
認め ざる も の > ゝ 血液 を 以 て し て も 屋 t 移 問 に 成功 せ し ゃ 以 て , 藤浪 教授 は 血 
(SERIO A MS し ミ は れ た り . M 
は , 池田 は 1930 ET IK + 
+) cc 乃至 60 cc 注射 し た る 後 時 間 的 に 探 血 し , 健常 家 氏 の BET LS 筋肉 内 
に 注射 し (1 10.0 ce) た に, 注射 後 36 LE OE MH 
て 陽性 成績 得 , 60 時 間 後 の も の に 
て 血液 中 に 移入 し 得々 も の な る を 謗 し た 0. 

以上 記載 し た る が 如く , 肉腫 家 徐 の 血液 は 之 れ を 適 常 な る 時 期 に 於 て 他 の 
健常 血管 内 或 筋 肉 内 に 注射 すれ ば 能 く 原種 同様 な ぁ 場 を し 得 ろ 
BIT O, MS, 所 調 「 腫 瘍 起 原 」 が 血液 の 
有形 成分 に 存在 する も の な や , AH 
>. 更に 有形 成分 の 何れ の 部 分 に 保持 せら る ゝ も の な りや に 閣 し て は , 前 記 
可 き も 各 成 分 の 系 くに 含有 さる ゝ も の ミ 推 論 し 得々 所 な り . BROAN 
PENTIMALLI の 所 型 ミ 血液 の 腫瘍 ミ の の 問題 に 就き て は , 
% DIENEN LIBS > DANS BAA 
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な りや は 明か な ら ざ れ も , MBO EELT AN 
> 事 に て は 論議 の 無し ミ す . 

ME 余 等 の 行 ひ た る 客 験 に 就き て 参 察 する に , 前 記 の 如き 方 法 を 以 て 雌 
て 肉腫 家 氏 吸 取 せしめ た る 場合 に 。 血液 の 各 成 分 に は 何れ も 
AMHR 14 ATS 18 R 
に 包含 さる > O, AI, PRS MLS 
LID DANS KLAUS, SER 
有 さ る みな ら すず , 腫瘍 組織 , 


ト . FURR. に 移 杭 た る を 一 定時 間 の 後 再び 取出 し て 家 移 
EGP Lt Hc, 肺 臓 , 腎臓 等 に あり て は 注射 後 24 時 間 に 於 て も , ik, BE 
Be 日 下 氏 は 家 を され た る 家 血液 を 以 て よく 
種 同様 の 腫瘍 の ゃ 認め , 池田 は 家 水 製 エ キャ ス を に せら 
き 肺 臓 を 摘出 し れ を 再び RAGS RROD GD HEHE 
認め, ld, 鳩 , モル モ , ト , 白 恨 等 に 於 て も 同様 の 成績 を 得 た ぁ が 如き 
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し も , WA Ze HHO MORAG 
を 認め , 鈴江 , 佐野 等 は に ャ シン ス を か 使 川 し , 2 7k 
を 吸収 せ し め た る 後 球 根 の 心 を 他 の 健常 家 鶏 に 移 怖 し た る に , NE SOD GE 
生か 認め , 起 原 が ヒ ャ シ ンス の 根 よ 吸 さ れ し 明 せり . TE, 
球根 を #91 場 庁 に し た る Lic, 
FRO 其 の 一 部 は 腺 に も 入 め 得る も 
の な る は 像 に 難 か ら ざる ぁ る な 0. 故に , Be LT HO 
は ば は, 其 の 際 腫瘍 起 原 も 嘩 液 に じ て 被 吸血 動物 内 に 入り 得 ぁ は 容易 参 
へ 得 ら ゃ ゝ 所 り . HO, KAD 
な る 理由 に よる や . 之 れ に 就き 二 , =HFRBTAI, (1) Erg 
fe (2) 第 1 回 吸血 後 第 2 回 吸血 迄 の 時 間 短 く , 腫瘍 起 原 が 嘩 液 腺 迄 列 達 
せ ざり し や や . (3) 起 原 は BIE 受け ざり し や , 
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の 包含 さる (SEC FO BAI BUR 2 > 
LC, BE Tk, 下 は 0.1 cc の 肉腫 家 の 
RE LU TIES HO, 氏 は 使用 血液 
we 3.0 cc の 場合 ミ 0.1 cc の 場合 ミ を 比較 せる に , HOMERS SHIGE LS 
を 認め 腫瘍 の 移 血 に は 開 係 な く 中 に 「 腫 原 の 包 有 さる る 
や に よる ミ 云 へ り な 事 な り 然し な が ら , 
る 所 MUT, SLA IZ, EKD Culex 
る 調査 に て は 0.00349 gr (AD ROLE (EI 0.04 co). 之 れ を 以 て て 見 れ ば 
MLO) 1 の 吸血 は 極め て 少 に し て , HOT, の 中 に 含有 さる 
上 起 原 ! も 血液 量 に 閣 せ ざる も の ミ は 云 へ 多 か ら ざる 可 き な り .。 然し な が ら , 
等 は 此 の 血 中 に 含有 せら る 起 原 ! を 以 て は 腫瘍 移 不可 能 な り 
は ち に 断定 し 得 、 何 ミ な れ ば , O 
賞 験 第 3 に 於 て 能 く 腫瘍 の 移 北 に 成功 し た れ ば な 0. 

(2) (CMEC 之 れ 極め て 難解 な る 問題 な り . 腫瘍 起 原 が 
化 管内 に 一 度 び 保持 せら れ , そ が 管 通過 し て 他 の 臓 到達 

し 得る ぁ は 前 記 の 如く 諸氏 の 党 験 より 才 へ 容易 に 札 像 し 得々 所 に し て , MARPLE 
内 へ も ぁ を 得々 も の な る る 可 し MLCT, の に て は 第 1 回 の 
吸血 後 最長 53 時 間 を 終 過 し ぁ を以て, 
ぁ の ミ す れ ば , 其 の 全部 ミ は は ざれ ご さも 一 部 は 確か に 他 の 部 分 に 
far (— LAG ASHER SA O. 再 吸 の 全部 に 終り 
し は 如何 な る 理由 に よる や . (1) BIRT NS 

KD MACLOSKIE (LILO 此 の 中 毒物 は NEED 
中 て 造ら ゃ ゝ も の な ミ へ り 。 =, NUTTALL 
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及び SHIPLEY 等 は , Culex pipiens の 嘩 液 腺 を 別 出 し , Zara Pale 
製 し 其 作用 を 検査 し た る に , 何等 中 坦 性 政 は 溶血 性 等 を 認め ざめ りき . 

SCHAUDINN も 赤 嘩 液 腺 淡 出 液 に は 何等 特別 の 必用 を 認め ざり し も , Kit 
何等 別 の 必用 を 認め ざめ 0 りき. 

PEO “Culicin ,, ミ 命 名 の 物質 は 人 
類 家 の 赤血球 に る を 有する も 鳩 の 赤血球 に BL 
く 作 用 せ ざ LIGA HLT, ev ey 注射 せ し 際 に 
は 何等 の 必用 無 か り し も , 際 に は 局所 の 浮腫 を 
BL, ld, FRO LS. HED 時 は , 
其 の 部 の 然 れ も, BRUCK の 
“Culicin,, は 麗 の 全 艦 より 抽出 し た る も の な る を 以 て , 前 記 の 如き 作用 は 
れ が し て 如何 な 抽出 物 に よる 作用 た る か は 全く 不明 な りき . K 
で CORNWOLL 及び PATTON 等 は Anopheles rossi 及び A, jamesi nk 
Ze 12, 刺 載 無き 充血 見 た る の みな り 
し ゃ 以 て , RISILMOPAMS 中 等 度 に 作 川 を 及ぼ す Antikoagulin な らん ミ 
云 へ り MUT, 氏 等 は A. rossi 及び A. jamesi 
る 生理 的 食 乳 剤 か せ し に , 張れ ミ 充 血 を 見 , 例 に 於 て 
MACFIE 等 は A. maculipennis, A. rossi, A. jamesi DEREN EIN) 
食 し れ が 作用 に 就 て 研究 し た に , 等 は 人 赤血球 に は 可 上 成 
モル モッ ト 等 の 赤血球 に は 全く 作用 せ す . ih 
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UT, Anopheles の 嘩 液 中 に 於 ける 凝集 素 は 之 れ を 64 億 に 稀 竹 する も 題 
著 な る 作用 を 表 は し , fle, A. maculipennis の 嘩 液 腺 よめ 得 た る PLAC 
は Antikoagulin を 含有 すれ ご も , A. bifurcatus Zarit 
6, 人 類 赤 血球 に 封 す る 凝集 壮 に 血液 の 凝固 抑制 作用 を 表 は さ ©. Antiko- 
agulin は 叉 Stegomyia fasciata の 嘩 液 腺 中 に も 存在 せ ず . Culex pipiens, 
Theobaldia annulata, Stegomyia fasciata DAMEN NE 
血球 を 凝集 せ ず AO, 上 記 の 如き 液 中 に は 何れ の に す る も の も 
浴 血 素 の 含有 を 認 む る 事 を 得 す ミ 云 へ 6. 

以上 記載 し た ぁ が 如く , 内 含有 物質 に す る 研究 は 未だ 精細 に . を 
SOMME HDL 嘩 腺 より 得 た る 剤 の 性 , 
を 異 に す ぁ も の の みな ら 種 を 異 に する も の に 於 て 各々 一 定 せ X 
FRO WL SHE も れ が する 動物 の 種類 よめ 異 な る 作用 を 
ぼ す も の な る が 如 し . 故に , 
し て も 全く 不明 な ミ 云 ふ 可 き も , BRINK RES 3 
て 得 た る 成績 より すれ ば , 「 腫 瘍 起 原 」 は 内 に 於 て 大 な ぁ る 影響 
も の に ら ざる が 如く , 一 定時 間 は 腫 場 移 を 保有 す AED 
る 、 印 ち , 寅 第 2 は 全く 失敗 に HOLS, 
し た る が 如く が 可能 性 に し 大 な 興味 を 有する も の な れ ば , 
此 の 研究 を 績 し , 或 は 他 の 動物 を 用 ひ て の ARD 
L. 

TR UT, FO し か 
法 を 以 て , HOR, 極め て 微量 な る 血液 を 以 て し て 能 く 腫瘍 の 移 喜 に 成功 せ 
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流血 中 に 存在 し , LA CHE < 22 
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2. YMRS LC 腫瘍 起 原 が 多 晶 に 血液 中 に 含有 され 居る 時 期 に 於 て 
Aedes togoi Theobald 及び Culex pipiens pallens Coquillet を し て 
LARS. 

前 項 同 欄 に し て 肉腫 家 和 時 を 吸血 せしめ た る も の を , 一 定時 間 後 , HD 
90 中 30 回 は 1 443072, 22 は 249%, MUS 22 同 は 3 
vite, 16 回 は 5 LI: 2 I, 吸血 後 6 一 7 時 
間 を し た る Aedes togoi Theobald 3 44% Lic 1 HET 

カカ を 保持 する ぁ る も の な ぁ る を 知れ り ミ こす. 

ko AULH 0.004 cc (1 乃至 0.01 ca. (3 44 
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Ein Fall von primarem Nebenhodenkarzinom, bei welchem 
gleichzeitig das Seminom sich vorfand. 


Von 


Masao Sato. 
Aus d. chirurg. Universitatsklinik, Niigata, Japan 
(Vorstand. Prof. Dr. M. Nakata. 
Tafeln XVII-XVIII. 


Bei einem 36 jährigen Bauer bestand seit vor ca. 4 Jahren 
ein linksseitiger Hodentumor, der in letzter Zeit wesentlich rascher 
an Grösse zunahm. 

Der Patient ging aber trotz radikaler Exstirpation des er- 
krankten Hodens nach 3 Monaten zu Grunde. 

Leider keine Autopsie. 

Nach den genauen Nachuntersuchungen des 7.0X7.5x5.0 em 
grossen Hodentumors wurde bemerkt, dass der Tumor schon makros- 
kopisch in 2 ganz verschiedenen Teilen zu unterscheiden war. 

Der obere Abschnitt zeigt einen von zahlreichen Bindegewebs- 
zügen durchgezogenen adenomatösen Bau und die Hauptgeschwulst- 
zellen bestehen aus Zylinderepithelzellen mit lang- oder kurzovalem 


chromatinreichem Kern. und besitzen manchmal lange Protoplasma- 


fortsätze. 
Das Protoplasma ist fein granuliert oder vacuolisiert. Kernkör- 
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perchen undeutlich; mitotische Kernteilungen sind mässig reichlich 
zu finden. 

Das Interstitium ist locker gebaut und durch die Rundzellen 
infiltriert. 


Bei der Fettfärbung wurde in den Tumorzellen ziemlich reich- 
lich Fettkérnchen nachgewiesen, wobei die doppelbrechende Fett- 
substanz ganz fehlte. 

Der untere Abschnitt des Hodentumors, welcher von dem 
oberen durch breiten Bindegewebsmauer mit vereinzelten Rete 
testis vollständig abgegrenzt ist, bietet das Bild des sogenannten 
,, grosszelligen malignen Hodentumors’’, oder ,, Seminom ’’ dar. 

Zwischen beiden Tumoren konnte der Verf. nirgends direkten 
Zusammenhang finden. 

Aus dem histologischen Befund meint der Verf. dass das 
Adenocarcinom unabhängig vom Seminom aus dem Epithelien des 
Vas efferens sich entwickelte. 

Erklärung der Abbildungen. 
Fig. 


I 

Fig. 2. Papillärer Teil des Nebenhodenkrebses. 
> 


Fig. 3. 


Adenomatöser Teil des Nebenhodenkrebses. 


Erweitertes Vas efferens und papilläre Epithelwucherungen 
desselben 


Fig. 4. A....Seminom. B....Rete testis. 
内 目 次 考案 
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科 等 を 見 る も TI, その 記載 乏しく し て , 
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OR ORTE EDLER, 今後 の 症例 追加 に 供 つ べき も の 多き を 
思 は し め ら る ゝ ここ ろ に し て , 信 日 に あり て は , WE AIBGO—Ppt: > = % 

ミ も に , ARADO AN SE, 
就き て の 報告 中 , ROBS AS LTR AM LID b, 特に 稿 を 新た に し 
て その 知見 を こ SF. 

本 材料 は フ 2。 ル マリ ン 液 中 に 保存 せら れ た る ぁ る も の に し て , 各部 分 よめ Rh 
L, パラ 包 埋 を な し , REC RL, 
ヘ へ マト キシ リン , zI Fo war 
ル ャ プア ラウ か 脂肪 を 施し て 検索 せめ . 


IE 

HEM, 36 MR 

MMAR. 特記 すべ きこ と ょ なし. 

AHEM CACY MIT 回 に 及ぶ も , MAM 
10 4p 4 J] 22 HABE 

wa 次 的 治癒 に ょ り 5 月 10 TI 

肉眼 的 所 見 

OHS 7 7.5 一 7.0 5.0 em に し て , MIO. 
割 面 は 略 中 央 部 に て 結 締 織 より て 境 せ られ て , 
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BEBE A. 上 部 は 結 締 織 に より て 大 小 種 々 な る 茹 割 に 分 た れ , 中 に は 
下部 は 白色 に し て 粒 に 見 の る 中 に 大 小 な る 結 の も の 
ある を 見 る , LOS, 2 BO AE 

題 微 鏡 的 所 見 . 

A. 肥厚 せる 結 締 織 に より 境 せら 
れ て 大 小 種々 な ぁ る 腫瘍 組織 の 集 園 散在 す . 各 集 園 は その Hi-Res FL 
CT, 一 部 は 多 の 不 規 則 な る る 腺 胞 和 な す も の > BALOMO, 
核 小 多く 不 分 明 な ぁ ぁ も, 中 に は 小 1 ヶ は 2 ヶ の 
DO. 原形 質 は 多く 一 に ェ オ ジン を 探り て 赤 す . 
ち も の あり か ゝ る も の は 結 締 織 を 件 は ざぁ る を . 固有 膜 破 
AUC LTH ADO. TR 
な を る 部 分 は , LAL O CHAT AK S 0 
以上 の 如く 腺 胞 集合 を 示 
Y. 
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HD LT, 一 層 の か > 
し , MLE DAT SED » EO TRB ML 
有 膜 を 破 し て 外 に 向 つ て る も の も あり 管 て の も 
55. 以上 の 腺 管 は SRO Ze 等 組織 間 の 結 

織 中 に は 結 締 織 細 胞 ゃ 多く 認め 、 ヒ スチ ラチ ー テ ン の 多 敷 を 認 む ぁゃ さこ こ ろ あ 
ゃ 見 る も の あり . 一 般 に 核分裂 像 を 見 る . 

間 締 織 中 に は , UT 
る れ も , LOAD LRA 
も 極め て 少し . 腫瘍 細胞 中 に は ん を 認め す . 

B. 肉 眠 的 所 見 に 於 て 下部 に 局 す る 部 分 を 見 る に , ars Tee 
CHIE L, 各 胞 の 結 織 に は 細胞 を 件 ひ , プラ スマ 細胞 を ゃ も 
多く 見 る . 細胞 は 大 に し て 多く は ゃ 多角 形 に し て , 1 ヶ 
又は 2 ヶ , 8 小 を 有 し 染色 質 に し く 容 々 な す も の あり . 中 に 
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D ゝ る 腫瘍 組織 の 周 は 結 締 織 の 増 基 だ 高度 に し て , 
OU Ze 中 に は 細胞 せ も の な も 散 
見 す . 叉 周 中 に 存在 を 見 , 2 & 
の を ゃ も 認め , 一 般 に 肥厚 せる 血管 多 し 

C. 以上 の 中 間 に 位 する 部 分 を 見 る に , LAK Ae 


HEL Cit MAD O. の 結 締 織 中 に は , 大 


KULT し さく 張 し 不正 形 を 時 MSE OA 
9. 叉 狭小 な ぁ も の あり . 何れ も よく 結 締 織 に て 包 神 せら る . ALB elt 
し て , に は コロ イド 物質 含有 する も の 多 
し , 叉 中 に は 管 腔 礎 迫 せら れ て 装 縮 し ぁゃ る も の を も 一 部 に 於 て 散見 す . 

ZZ, AMIS 36 ROWSE acts 2 33 歳 
を 件 ひび ひ , 7.5 一 7.0 一 5.0 em の 大 さ に 達し , KON Lt: 
手術 後 2 週間 に し て 全治 退院 し た る も , 7 月 下 
に に 入れ り 、 基 の の て 腫瘍 移 に よる や や を 知り 
TES ASSET MPS TH SLATE O. は 肉眼 に も 上 下 の 2 
せら れ て 大 の 構造 に す . の の 堺 に 位 す る 部 分 (C) の 結 締 織 
SOREN, 構造 及び 上 の 性 より 網 に 相 党 
ぁ ち も の た る は き ミ ころ な り , 
像 に 全然 -- し , 本 腫瘍 は 別 於 て 察し た る 如く , TE 
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の 題 微 鏡 的 所 見 に 於 て 明らか な る 如く , WS 
も の な り . ED AE O te OS (SE 
丸 細胞 腫 及び 副 丸 腺 腫 各 同時 に 存在 せる 稀有 な る 症例 な . 


文 に 現 は れ LEAL 


且つ 邦 に て 夫 れ に す る 記載 の 極め 
し て 以下 表示 する 22 例 を 得 た り . 然 れ ざ も , その 原著 に 接し 得 し ゃ の 少 
LC, 諸 種 の 成 書 及び 論文 中 に 引用 せら れ を 0 り し も の よい り 記 載せ る も の 多き 
は , ROPERS TOS LAM EIA 


HERICOURT | 1885 | ? | 筋 腫 2 | 


| 


1887 | > 
Rydygier | 1801] 42 | m | 1 7 
DEBERNARDI | 1907 ho») fi | 1 
| 1909 | 37 3 | | | 


_NiCoLsoN | 1909 | | E 1 BRENZ: 


WIRDBOLZ | 1914 | 45 


| 
1914 | 18 | a 用 

| 

| 

| 


し て 排列 す 


SAKAGUCHI 


KAUFMANN | 1922 | ? seme 1 | wa 
| wm |ı 
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TaPle | 1922 64 | | 1 
EISENSTAEDT | 1923 | 65 | 織 維 腫 11 に ti 
et | 1994 | ? | | 2 | 
SCHOLL et eo | am |. 
Scorri 1931| > | | 1 | 
% tk 


HINMAN 及び GIBSON は 1924 KO WEL, 2 
に 自家 費 験 例 2 例 を 加 へ て , 大 の 各種 腫 場 の 頻度 を 示し た ぁ る が , KAU LS 
に , 多く し , LC, は + な 
OMB LIF ED 22 例 な ぁ が , れ に 自家 
FERRO 1 例 を 加 へ し 23 例 中 , 世 等 諸家 の 診断 を 基礎 ミ さして 分 類する 時 , 内 
RES Hl, 筋 腹 例 , MINE, 1 例 に 
LC, 8 Bes, 腫 最も 多 を 占め を れ り ML = 
し て 報告 せら れ し も の に あり て は , TORMENT SS EOI 
LC, 良性 腫瘍 の 報告 は 比較 的 僅少 な ぁ こ ミ を 知る . 

Olé, AUGUST WROBEL, ROWLANDS 
et NICOLSON, SAKAGUCHI, TAPIE, HINMAN et GIBSON, SCHOLL et 
VERBRUGGE の 諸 例 な り . TORK 
AED IDOL STASI AD, SCHOLL et 
VERBRUGGE, TAPIE 及び 坂 日 等 の 症例 に より て , NEN, RY 
= = SD 2 型 の 存在 る こ ミ を か な 知り 得 べ し . 
生 に 就き て は その 症例 の 記載 を 区 見 し 得 ざ り し が , REGS, BALMIRS 
硬 の は 極め て な る も の な らむ . 
大 細胞 性 腫 な る が, DIT. 
場 よ り , こ ミ に 鑑み , 且つ 自 


a 
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> 
; 
ies 
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LT, 肉腫 ミ し て 報告 せら れ し 

上皮 細胞 は 高き 園 に し て , 
出し , の 如き 腺 管 は . 
出 管 の 構造 に 一 致す ぁゃ も の な いり . 証し て 余 の 標本 に 於 ける 輸出 管 中 に は , 管 
叉 上 増 を な せる も の も あり いり, つ 腫瘍 細胞 は よく 
由来 す も の な こ ミ を 示す も の に し て , SS LAR 
ONL. 

余 の 症例 に 於 て な ほ 注 意 す べき は , RAND CHANGE SHE 12 
SH. し か も 例 に 於 て は , AL 
Dd LT, KOK 4th HET SHARE MI 
に あり て も , RYDYGIER, AUGUST WROBEL, 
偶然 の 合 億 に よる も の な り ミ せる も , 但し 例 へ ば , FUR, BR Fan 
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ある も の な らん ミ な し た り . 余 の 本 例 に 於 て , PANERA HABA RAKE OT 
は , 何れ の 部 分 に あり て も 本 
OLE, あり て は だ 腫瘍 化 せ ざぁ る 
正常 の 存在 を 認 す る を 得 た り AL AE 
Dd. Mn 雨 者 に 大 々 の 腫瘍 を 義生 せしめ し も 
の な らん も , DG FEE O 
上 が 脂肪 し ゃ る も の な る に より , AMD & 
UT, 本 腫瘍 細胞 有する 脂肪 は , 
も の の みな ら AWM: UTIL AME 

及び SCHOLL et VERBRUGGE SL, 3 GROSSMANN 

し て 余 の 症例 は 36 EICHE S 
に 坂 の 例 は 18 SCHOLL et VERBRUGGE. DAL 22 ji, 
AUGUST WROBEL の 例 は 24 歳 の 青年 に 見 た る も の に し て , 青年 期 に 生じ 
た る も の 3 HAO. 興味 ある 現象 な り ミ 云 ふ を 得 べ し な は ROWLANDS et 
NICOLSON 及び SCHOLL et VERBUGGE iE], GROSSMANN の 肉腫 
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も ある こ ミ を 注意 せしめ ら る ろ る . 

孫 後 は 勿論 不良 に し て , RO 症例 は 手術 後 3 ヶ月 に し て 死亡 し た ぁゃ か が, 
の 症例 は 手術 後 1# ヶ月 に し て , 肺 , 
L, SCHOLL et VERBRUGGE の 症例 は 手 術 後 肺 門 に た り ミ 

1. DD, APIS 36 

り , HEE SAT SLOSL. 一 部 は 上 
MENK Ae BIA BATT. 

3. & OO HEAR BOS TF. 

4, AU LIEGE, 敵 腫 は 肉 星 ミミ も に その 主たる 地位 を 占め , 青年 期 に 
こ ミ 比較 的 多く , 且つ その 大 部 分 は 腺腫 性 ミ し て , 

5. 2 HOBO IMT 22, 
HEE 1 例 を 以 て 測 知 する ぁ を 得 す . 

本 研究 に り 病理 組織 所 見 に 就き 高教 を 仰ぎ た る 病理 川村 先 生 
に 深 講 す . 
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Establishment of the Cancer Laboratory and Hospital 
by the Japanese Society of Cancer Research. 
By 


Professor Mataro Nagayo. 


President of the Japanese Society of Cancer Research. 


It is a matter of great pleasure to me to announce that our 
long cherished hope of establishing a Cancer Laboratory and Hospital 
in Japan is soon to be realized. The Japanese Society of Cancer 
Research has purchased an attractive Site of some 2000 tsubo (1 
tsubo=4 square yards) in Nishi Sugamo, Tokyo, and has started 
on the construction of the building. It is expected that the building 
will be completed in November, 1933. 

Our Society of Cancer Research was first organized in December, 
1907. The quarter of a century that has gone by since that time 
was marked by a striking progress in the scientific study on the 
etiology, pathology, biology and therapy of cancer, and it is grati- 
fying to note that in this progress contributions originating from 
Japan played no very small part. The work of our Society during 
this period has been to encourage and stimulate cancer research, 
and for that purpose the Society offerred financial aid to workers, 
gave prizes for meritorious investigations, published the journal 
““Gann’’, and held meetings for the communication and discussion 
of scientific papers. 

In 1914 the Society was incorporated, and in 1922 was granted 
the honor of receiving as Patron H. I. H. Prince HIROYASU FUSHIMI. 

In 1918 the Society first started its cancer clinic in the Derma- 
tological Department of the Tokyo Imperial University under the 
supervision of Prof. Dont. In 1922 this work was transferred to 
the Koishikawa Detached Hospital of the Tokyo Imperial University, 


に 

32 

4 

= 

: 

: 

€ 
a 

ag 

ig 

0 

; 


where Dr. YAMAKAWA, under the supervision of Profs. SHIODA 
AND SHIONOYA, continued to carry on X-ray treatment of cancer 
patients. Up to the end of last year (1931) over 1600 patients 
received treatment in this cancer clinic of our Society and results, 
indicate, have not been 


, 


as previous reports published in ‘‘ Gann’ 
of a disappointing nature. 

The steady progress that our Society has been able to make 
since its first organization has been due to the numerous public 
spirited benefactors who have given us material support, and it is 
my privilege to acknowledge their kind assistance. It is sad to 
recall at this time that we cannot share the pleasure of witnessing 
the present growth of our work with some of the most powerful 
and ardent supporters we have had: The late Patron, Prince 
KATSURA ; the late Second Patron, Viscount SHIBUSAWA; late 
Presidents, Prof. AOYAMA and Surgeon Admiral HONDA; the late 
Vice-President, Prof. Doni; and late honorary member, Prof. 
YAMAGIWA, etc. 

On November 28, 1929, our Society was signally honored by 
H. I. M. the Emperor of Japan, who made a donation of the sum 
of 10,000 yen to the Society, in order to encourage its work. 
Numerous other contributions followed, including those from the 
Mitsubishi and Mitsui Corporations, from officers and members 
themselves of the Society, ete., until by the end of 1931 the amount 
reached 230,000. yen. To this was added the surplus funds of the 
Society which made a total of over 300,000. yen. The Society has 
purchased the site and proceeded to start building on the basis of 
this fund. 

The building occupies an area of 280 tsubo of ground, and it 
has a floor space of 834 tsubo. It is to house both the Laboratory 
and Hespital, but for the present it is proposed to use only the 
third floor for laboratories, devoting the rest of the building to 
the hospital work. The Laboratory will include a division of 


pathology and bacteriology and a division of chemistry. There 
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will be a special room for tissue culture work. The hcspital, which 
is designated *‘ Koraku Hospital ’’, will consist of the divisions of 
internal medicine, surgery, gynecology and radiology, and will 
examine and treat not only tumor patients but also other cases. 
The division of radiology will be housed in a specially designed 
building connected with the main building, and will be equipped 
with the most upto-date facilities. The hospital will have twenty- 
nine beds. The clinical work now being carried on at the Koishikawa 
Detached Hospital of the Tokyo Imperial University by the staff 
of our Society will naturally be transferred and continued in our 
new hospital building, as soon as it is completed. The Laboratory 
will not be organized immediately, but it is planned that work of 
this department will be developed later. 

The aim of the Japanese Society of Cancer Research is to 
serve as an instrument for the progress and development of cancer 
research in Japan. For this reason, the Society is prepared to 
continue all the work it has undertaken in the past, notwithstanding 
the establishment of the Society’s own Laboratory and Hospital. 

Some difficulties are anticipated in satisfactorily carrying out 
the project now before our Society. It is necessary to obtain the 
services of workers of first class ability and training ; it is necessary 
to provide the Laboratory and Hospital with complete equipment ; 
and it is necessary to procure a sufficient fund to enable the 
workers to carry on, 

The work of our Society is now receiving sympathetic under- 
standing from many quarters. The Imperial Government Department 
of Home Affairs has proposed a bill to grant us an annual subsidy. 
We earnestly hope that this bill will be passed. Even in the event 
of its passage, however, the amount propcsed leaves us still in a 
state of financial deficiency, from which the work of our Society 
can be saved only through donations from the public spirited and 
generous men and women, to whom our work may seem worthy 


of their kind consideration. 
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REVIEW OF THE YEAR. 


Annual Meeting. 


The 25th general meeting of the Japanese Society of Cancer 
Research was held on April 2, 1932, at the auditorium of the 
NaGoyaA Medical College, NAGOYA. 

The meeting was opened by Prof. R. INADA, Vice-President 
of the Society, who made a brief address on the general progress 
in the work of the Sciety. 

The message from the Patron, H. I. H. Prince FUSHIMI, was 
then read by Mr. Orwa, Mayor of the City of NAGoyA. A reply 
to the message by Prof. NAGAYO, as President of the Society, 
followed. 

Business reports, including financial accounts and the progress 
of the plan for the establishment of the Cancer Laboratory and 
Hospital by the Society, were made by Prof. Y. MtyAGAWA, Member 
of the Executive Committee. The reports were duly accepted. 

No prize was awarded this year by the Society. 

The 24th Scientific Meeting of the Society immediately followed 
the close of the general meeting. As it has been customary, the 
Scientific Meeting was conducted in joint session with the meeting 
of the Japanese Pathological Society. Thirty-nine scientific papers 
were presented at the meeting. Titles of these papers, together 
with abstracts of the contents will be given in English in the 


next issue of ‘‘ Gann’’. 


Society Grants. 


For the fiscal year of 1932 to 1933, grauts were by the 
Japanese Society of Cancer Research to the following investigators 
in cancer research to support their work : 

MATARO NaGayo, M. D., and WARO NAKAHARA, M. D., 


Government Institute for Infectious Diseases, Tokyo Imperial 


University. 
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TOMOSABURO OGATA, M. D., and TOKUSHIRO MITAMURA, M. D., 
Institute of Pathology, Tokyo Imperial University. 

AKIRA FuJINAMI, M. D., Pathological Institute, Kyoto Imperial 
University. 

KENJI! Kryono, M. D., Pathological Institute, Kyoto Imperial 
University. 

ZEN KAWAKAMI, M. D., Department of Pathology and Bacte- 
riology, Keio University Medical College. 

NAOSUKE HayasHı, M. D., Pathologica! Department, Nagoya 
Medical College. 

Ryu Tsunopa, M. D., YUKUYA Honpa, M. D., AKIZo TANAKA, 
SHOICHI SHIRAI. and SEIYA KUBA, Pathological Department, Kyoto 
Prefectural Medical College. 

Korcut IcHIKAWA, V. M. D., Department of Comparative 
Pathology, Hokkaido Imperial University. 

SHIGEKI Mort, M. D., and Kirasu SUZUE, M. D., Pathological 

Department, Kumamoto Medical College. 


Personal Notes. 


H. I. H. Prince Hiroyasu Fushimi, Patron of the Japanese 
Society of Cancer Research, was appointed Chief of the Naval 
Staff on February 2. Later, on May 27, His Highness was promoted 
to the rank of Fleet Admiral in recognition of his distinguished 
service to the Imperial Japanese Navy, of which he was Admiral. 

Professor Mataro Nagayo, President of this Society, who had 
been unwell for the past year and a half, has completely regained 
his health. He is now actively at work, and we congratulate him 
on his recovery. 

In early November he visited together with Baron MORIMURA, 
Prof. MryAGAWA, Mr. IMAMURA and Dr. MINAMI several large cities 
in the Kansai Distriet (Osaka, Kyoto and Nagoya with the view 
to extending the work of the Cancer Society. He gave a radio 
talk at Osaka on cancer, especially calling attention to the eurability 
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during the early stage of the disease. 

New Councillors: The following gentlemen were newly ap- 
pointed by H. I. H. the Patron, Prince FUSHIMI, through the re- 
commendation of the President, to serve as councillors to this 


Society : — 
SHıoJI Donut, M. D., Tokyo. 
MASUTARO HISADA, Tokyo. 
Baron TAKAHIDE SHIJO, Tokyo. 
MASAYO SEGAWA, M. D., Tokyo. 
KOTARO JINBO, M. D., Tokyo. 
MASATSUNE OGURA, Osaka. 
HARUHIKO KATO, Osaka. 
CHOSABURO KUSUMOTO, M. D., 
Osaka. 
SHuzo Ozawa, M. D., Osaka. 
ToYOTANE WADA, M. D., Tokyo. 
MIYAKICHI MURATA, M. D., 
Osaka. 
JUYEMON OGATA, M. D., Osaka. 
Hitoo IWANAGA, M. D., Osaka. 
YASHIRO KOTAKE, M. D., Osaka. 
Tokio Ozawa, M. D., Osaka. 
ARIYOSHI SATANI, M. D., Osaka. 
MICHINARI TAKAYASU, M. D., 
Osaka. 
ARAO IMAMURA, M. D., Osaka. 
KAMETOSHI OBATA, M. D., 


Osaka. 

MATSUNAE MAEDA, M. D., 
Osaka. 

SHOTARO TAKAMURA, M. D., 
Osaka. 

HAJIME SEKI, Osaka. 


RYUHEI MURAYAMA Osaka. 
HIKOICHI MoTOYAMA, Osaka. 
TETSUSABURO HIRAU, Osaka. 
MIKITA SAKATA, Osaka. 
KATSUTARO INAHATA, Osaka. 
HANBEI MoRI, Osaka. 
FUSAJIRO ABE, Osaka. 
KEIJIRO Hort, Osaka. 
TOKUHICHI NOMURA, Osaka. 
KOMANOSUKE SASAKI, Osaka. 
SUKETARO HIROSE, Osaka. 
CHOBE! TAKEDA, Osaka. 
Yasu KATAOKA, D. ENG., Osaka. 
Kyozo KIKUCHI, D. ENG., 
Osaka. 
CHIYOSABURO WATANABE, 
Osaka. 
AKIRA FuJINAMI, M. D., Kyoto. 
KENJ! Kıyono, M. D., Kyoto. 
HARUCHIKI TAMURA, M. D., 
Nagoya. 
SEIZO KATSUNUMA, M. D., 
Nagoya. 
TETSUJI Kimura, M. D., 
Nagoya. 
TORAKICHI MATSUNAMI, 
Nagoya. 
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Director of the Koraku Hospital: The executive comittee of 
the Japanese Society of Cancer Research appointed Professor R. 
INADA, Vice-President of the Society, as Director of the Koraku 
Hospital, which the Society now has under construction. (See 
“ Establishment of Cancer Laboratory and Hospital by the Japanese 
Society of Cancer Research ” by Professor M. NAGAyo, printed in 
this issue of Gann). 

New Member of the Executive Committee: Through the 
recommendation by President NAGAYO, a new member was appointed 
by the Patron Prince to serve on the executive committee of the 
Society. The new member Professor YUICHI IWASE, Tokyo Imperial 
University, a councillor of the Society since some years past. 

Dr. Tomosaburo Ogata, Professer of Pathology of Tokyo 
Imperial University, and Councillor of this Society, left Japan on 
October 27th to make an inspection tour through America and 
Europe. Taking advantage of this opportunity, the Japanese 
Society of Cancer Research requested him to make a survey of 
cancer research, especially along the line of chemotherapy, in the 
countries he expects to visit. 


The death is announced of Mr. MICHINARI SUYEHIRO, Member 
the House of Peers, and Honorary Member of this Society, on 
May 24th at the age of seventy-eight. We recall with profound 
regret the help and support he had offered to this Society in the 
past. 


Dr. Kınzo HIRAYAMA, councillor of this Society, died on 
August 7th, at the age of fifty-seven, The sincerest sympathy 
was expressed on his death. The Japanese Society of Cancer 
Research records his death with a deep feeling of loss. 
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He, 市 川 書記 等 出席 す . 


報告 事項 

長 奥 より の 各 項 に 就き 詳細 報告 す . 
—. 建築 工事 進行 に 開 す る 件 . 
附属 病院 名 決定 に 開 す る 件 . 
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南 , 川 各 理事 市 川 記 等 出席 す . 


報告 事項 

— 研究 及 病院 建築 工事 準 行 概況 に る 
資産 に す る 

=. 康 楽 病院 新築 願 提出 に 開 す る 件 . 

m. 補助 す る 件 

fi. パン フ レッ ト 及 設計 配布 に す る 

ババ 名古屋, ABR, 京都 方 面 出 張 に 開 す る 件 
t. 評議 員 推薦 に 閣 す る 件 . 

八 和 寄附 金 申込 に 閥 する 件 . 


協議 事項 
二 病 院 々 長 決定 に 開 す る 件 . 
・ 理事 一 名 増員 に 同 す る 件 . 
DO. 附属 治療 所 助手 に す る 件 . 
Tin 局 治療 所 助手 昇給 に す る 件 . 
The 事務 長 候補 選定 に する 件 . 


閣 研 究 所 及 康 業 病院 建設 工程 記事 
A =) 


提出 す . 

し . 
病院 設置 原 
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=. 診療 科 目 AR. SRR ACR. 放射 線 科 
四 . 設 置 場 所 ERG 
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1 2100 11) 550 IE a9) 400, 7) 880 
1| 28 100 11 550) 21|409080 29) 

N. 階段 の 敷 及 び 幅 員 

一 B 1.28 米 16. 5 27 2} 
A 1.30,» 15.0, 30.0, 一 般 用 

—, 二階 A 2:24, 15.0, 30.0, 一 般 用 

B 16,5... 7.2 — AON 
—, B 1.28 „ 16.55 
=, = A 1.30%, 15.0. 20.05; 一 般 用 

=, 2% A 2.24. | 15.0, | 30.0, 一 般 用 

=, B 16.5,, 2.2. — EIN 
= B 1.33. | 16.5, 27.20 
=, c | 0, | 16.4, | 2.4. | 
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— 
ala | | en | 
2 1.352% 1.60% 42 米 
— 1 1.35% 1.60% 35 米 
| 
へ 基礎 | 13. 
| | 4.5. 


構造 上 な る 部 分 の 詳細 
構造 仕様 書 ( 別 通り ) 


17.18.1920. 


= 
es 
Ye 
‘ 
— 
= 
oO 
- 
E 
— 
10 
: 


=, 院 則 別記 の 通り 
=, 夜警 方 法 及 び 宿 直 員 数 
夜 法 
VOTES 
KK—%, AEA. 
PO, 火災 其他 非常 時 に 於 ける 準備 
非常 階段 , WAKE, GA 
A. 工事 著 手 期 日 及び 竣工 期日 
御 許 一 日 後に 起工 す 
備考 構造 及び 設備 の 設計 等 の 調書 
in 16.02% 
北 へ 24.0 米 
2. 病室 の 床 及び 天井 


In] In] 4.05% 

同 同 7.35% 
天井 高 

—, 二階 2.55 米 


3. 病室 の さ (具申 事項 第 七 , 和信 記載 す ) 
4. HEIMAT PD 


4, F 2.27% 
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8. SR 床 , BE, 及 階 段 の 構造 は 鐵 筋 ンク リー ト 」 
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場 の 床 は 「 パ ライ トコ ンク リー ト 」 打 「 バ ライ モル タル 」 塗 の 上 「 タ イル 」 貼 と す 
10. 診療 に 必要 な る 施設 及び 探 光 換 搬 其他 衛生 上 適 党 な る 設備 の 構造 
イ 。 光 換 別紙 の 通り 診療 に な る 施設 及び 衛生 上 の 設備 は 追 面 出願 
D, 洗濯 場 の 構造 
流 場 に 於 て 洗濯 か 行 ふ 鐵 邪 「 ュ ンク リー ト 」 造 床 の 上 は 「 タ イル 」 貼 と す 
。 水 の 構造 は イエ リヤ 」 に 化 く 割 胴 の 上 筋 コンク 
リー ト 」 内 面 に 防水 設 く 溝 し て 無 筋 ラ ンク リー ト 」 礎 の 上 に 
=, 水洗 便所 . っ ンク リー ト 」 の 上 タイル 
11. 常民 の 構造 設備 及 設備 
12. 
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病院 記念 


一 名 一 名 事務 一 
2% 


A VR = ve? b Er = 
MES 
スル モノ トス 
毎年 大 月 十 二 月 末 > 同 決算 報告 行 フ モ ノ トラ 
第 二 十 入 條 職員 人 給 へ 毎月 十 日 = 一 般 支 ハ 十 入 日 = 定 
第 二 十 九 條 入院 料 へ = 所 2 記載 ヲ ナ シ 請 求 ル モ 
CA 
BHR 
VF I RN FT 
任 プ ズル モノ トス 
= WSF AGA 7 シ 叉 裸 等 使 用 スペ カラ ス 
W457 a シム ル モ ノ トス 
第 三 十 腎 = へ 軽便 へ 水 桶 備 へ 常 ニ ー 定 ノ 位 置 
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My 
従事 スル モノ トス 
. 最 寄 7 = 
。 先 マ 者 ヲ 院 外 セ シメ タル 後 定 メ タル 場所 = 
病歴 方 事 季 ル 他 機 械 及 物品 ヲ 地 = 7 
シ 置 クモ ノ ト ス 
第 三 十 條 備付 火 毎年 液 更新 ヲ 行 其 都度 期限 
及 使 用 法 スペ シ 
第 一 場所 飛鳥 山 公園 
電話 開通 
町 研 完 所 及 病 院 建築 場 現場 務 に 月 一 日 よめ 電話 
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O 手 採用 
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